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【結果】対象となった 716事例のうち 177事例（24.7％）に 1年以内の再発が認めら
れた。解析の結果、6 つの予測変数、すなわち「被害児の年齢が 9歳から 13歳」(調
整オッズ比（AOR）= 3.43/95%信頼区間（CI）= 1.52−7.72)、「加害者の年齢が40代未
満」(AOR = 1.65/95%CI = 1.09−2.51)、「加害者に被虐待・ネグレクト歴あり」(AOR = 
2.56/95%CI = 1.31−4.99)、「経済的不安定あるいは貧困」(AOR = 1.64/95%CI = 1.10
−2.45)、「地域に子どもの状況を監視できる人がいない」(AOR = 1.68/95%CI = 1.16−
2.44)、「通告者が公的機関であった」(AOR = 2.21/95%CI = 1.24−3.93)が選択された。




































 なお、本学位授与申請者は、平成 28年 9月 28日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
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